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市では平成２５年より全国

初となる自治体による飼育を

始めました。市民の中から公

募したミツバチボランティア

と共同で行っています。ボラ

ンティア任期は３年とし、毎

年、広報さかどにおいて募集

しています。養蜂体験や技術

の継承とミツバチの和を広げ

る取り組みを行っています。 

ミツバチが飛び回る町は豊かで健全な自然環境の証 

ミツバチは環境指標生物と言われ、きれいな環境でしか生きることができません。ミ

ツバチは世界各地で激減していると言われ、その原因が農薬、ウイルス、ストレスなど

人間の都合によるところが多いと言われています。 

坂戸市では、人間の住みやすい環境、教育、地域活性化を促進し、花と緑あふれる町

づくりを目指しています。そこで坂戸市環境学館いずみで「ミツバチと共生できる環境

づくり」の取り組みと活動を紹介します。 

 

と環境 

平成が終わりを告げようとする、去る４月２７

日、環境学館いずみにて、佐々木 正己・干場 英弘

先生のミツバチの講義を受けた後、浅羽ビオトープ

の蜜源をウォーキングしながら、先生にミツバチの

生態や、花や木々の蜜採集の自然の営みを教示頂

き、普段、当たり前に意識していた、植物や環境の

尊さを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 平 成

31.4.27 日実施したものです。 

 

ハチミツしぼり作業 子どもたちも体験 

ハチミツしぼり体験と試食！ 

 

ハニーウォーク ＜ 蜜源を歩く ＞ 

遠心分離機でしぼった当日のハチミツと 

2018年春・秋ハチミツの食べくらべ体験 

当日しぼり    2018春・秋もの 

 

小さな小さなミツバチが

大きな大きな自然の営み

を教えてくれます 

ミツバチプロジェクト 

ミツバチボランティアの皆さんの作

業現場にお邪魔しました！ 

 

 

 

 

 

 

メンバーは面布等の装備をして作業

開始…。   （2019.５.18） ミツバチ巣箱 
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ひとさじのはちみつ 

前田 京子/著 

マガジンハウス 
         

自然がくれた家

庭医学の知恵！

風邪は、はちみ

つの殺菌力で予

防、撃退。 

＜いずみＤＡＹ＞ 

 

毎年、環境学館いずみ（坂戸市泉町 3 丁目 25-

1）で開催されているイベントでは、ハチミツしぼ

り体験において、しぼりたてのハチミツをその場

で販売しています。（その他、子どもグッズ・花のフリ

ーマーケット・リサイクル家具販売など）   

 

ボランティアさんに聞いてみました 

きっかけは？ 

☆故郷の山に巣箱があり、興味が湧いてミ

ツバチの本(下記紹介・蜜蜂)を読み、感動

し応募しました。老後の楽しみとして、

養蜂をやりたい。（女性） 

☆母国に帰り、養蜂で女性も働ける場所を

広げていきたい。（バングラデシュ。男性） 

 

 

 

 

 

 

一つの巣箱には、約２万匹以上の蜂が女王蜂

を中心に活動し、働き蜂は半径２km 範囲で蜜

を集めます。巣箱の中の蜜蝋には、びっしり蜜

がついていました。 

 

蜂からみた花の世界 

佐々木 正己/著 

海游舎 

四季の蜜源植物

とミツバチから

の贈り物。 

（大型本） 

 

 

＜小説＞ 蜜 蜂 

マヤ・ルンデ/著 

池田 真紀子 /訳  NHK 出版 

人類の危機と希望を描いた予言

的小説 

 

ミツバチプロジェクト取材後記 

養蜂技術を習得され、独自に養蜂を始めた人

や販売を始めた人もいるそうです。（学館談） 

これからも、自然環境の保全と、蜂蜜が坂戸

市の特産品としてもっと内外に広がっていく

ことを応援していきたいと思いました。 

この日だけの限定販売は大人気！ 

環境学館いずみのハチミツ 

（100ｇ入り￥300 円）※当日完売 

                 

 

 

 

<絵本> 大型本 

 

 

 

 

 

 

 
ミツバチぎんの

おくりもの 

西本 鶏介/作 
おぐら ひろかず
/絵 
   鈴木出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰でもチャレンジ
できる！イラスト
マニュアル・はじめ
ての養蜂 

東雲 輝之/著 

高安 和夫/監修 

秀和システム 

<児童書> 大型本 

 

 

 

 

 

 

ミツバチのはなし 

ｳﾞｫｲﾁｪﾌ･ｸﾞﾗｲｺﾌｽｷ/文 

ピョトル・ソハ/絵 

武井 摩利/訳 
原野健一/日本語版監修  

徳間書店 

2019.5.19 開催しました 

 
など…。 
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歴史民俗資料館と周辺の文化財 
 

歴史民俗資料館が所在する坂戸市北東部の勝呂地区には、坂戸市内でも貴重な

文化財が密集する地域です。これらの文化財のなかには、坂戸市のみならず埼玉県

を代表するような、貴重な文化財も存在します。今回は、その一部を紹介します。 
 

【旧勝呂小学校校舎】 

 旧勝呂小学校の校舎は、昭和 13年に

建てられ、昨年で築80年を迎えました。

建物の一部は、歴史民俗資料館として利

用しています。 

 昔の小学校の雰囲気を残す、貴重な木

造校舎です。 

所在地：坂戸市石井 1800-6 

【坂戸の大宮住吉神楽】 

 国選択・埼玉県指定無形民俗文化財の

「坂戸の大宮住吉神楽」は、江戸里神楽

の古い姿をとどめています。 

 毎年、２月 23日、４月第１日曜日、

11 月 23 日に大宮住吉神社にて神楽が

奉納されています。 

所在地：坂戸市塚越 254-1 

歴史民俗資料館の周辺には、ま

だまだたくさんの貴重な文化財

を見ることができます。 

資料館も含めて、ぜひお立ち寄

りください。 

 

【歴史民俗資料館】 

所在地：坂戸市石井 1800-6 

電話：284-1052 

開館時間：午前 9時から午後４時 

＊土・日曜日、祝日は休館 

歴史民俗資料館 外観 

神楽の様子 
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このコーナーは、印刷された文字が読みにくい方の読

書をサポートする、読書サポートコーナーです。 

音声で読書することができるデイジー図書と、読みやす
い LL（エルエル）ブックがあります。 

  ＊ＬＬブックとは、スウェーデン語で「やさしく読める」という意味の本です。 

文章を短くわかりやすく書き直してあったり、図や写真を多く使うなどの工夫

がされています。 （点字絵本・布絵本は、児童コーナーにあります。） 

 

このコーナーは、こんな方が利用できます。 

 ・高齢で目の不自由な方。 

 ・発達障害により活字が読みにくい方。 

 ・視覚障害のある方。 

 

 障害者手帳がなくても利用できます。 

  

利用にあたって 
 ・利用券が必要です。 

 ・デイジー図書は、最初に利用登録（確認申請）が必要です。 

 ・カウンターで登録をお願いします。 

・デイジー図書を再生するためには、パソコン（メディアプレーヤー等）

が必要です。ＭＰ３対応のＣＤデッキでも聞くことができます。 

 

資料の紹介 

 デイジー図書（１２点） 

  「そっと耳を澄ませば」「宿神」「羊と鋼の森」 

  「９０歳何がめでたい」「目を閉じて心開いて」 

  「自分の気持ちをきちんと伝える技術」 

  「豊かに老いを生きる」「自閉症の僕が跳びはねる理由」など 

  

 LL ブック（１０冊） 

  「セミがうまれるよ」「ぶんぶくちゃがま」 

「美しくなりたいあなたへ」「仕事に行ってきます」など 
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文字を読むのが難しい人への 

サポートコーナーができました！ 



暑い夏を遊びなどを通して楽しめる本の紹介です 
 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんな楽しい水あそび・プールあそび 84 
菊池一英/著 ナツメ社 

川遊びから自然を学ぼう 
三輪主彦/著  フレーベル館 

 

無人島の冒険 
ロン・ロイ/著 黒澤浩/訳 

小栗 麗加/絵  国土社 

バレー部、軟式テニス

部、陸上部、柔道部、釣り

部…。 部活に打ち込み、

チームメイトとぶつかり、

恋に揺れ動く高校生たち

のまぶしい青春の日々を

描く連作短編集。 

 

夏 雷 
大倉崇裕/著  祥伝社 

 一人を楽しむソロキャンプのすすめ 
堀田貴之/著  技術評論社 

          
バックパッキングの

精神や文化にもとづき、

大人が楽しむべきアウ

トドアライフを提案。 

「自分らしい旅」のプ

ランニングに役立つヒ

ント事例も紹介。 

ずぶの素人を北アル

プスの峻峰に登らせる

という、奇妙な依頼を受

けた男に仕組まれた危

険な罠！山を捨てた男

の誇りと再生をかけた

闘いの行方は…。山岳ミ

ステリー。 

 

 

空への助走 
壁井ユカコ/著  集英社 

 川と人びとの関係

について考える。源

流の探検や川にすむ

動物の観察などの調

査や遊びを通して、

自然の力について学

ぶ方法を紹介。 

 

子どもと読みたい子どもたちの詩 

溝部清彦/編著 高文研 

 詩は、子どもたちの夢で

あり願いだ。新学期の出会

いから、運動会、友達とのケ

ンカ、そして別れの３月ま

でを 115 編の子どもたち

の詩と、心のこもった担任

教師の解説。 
 

たき火の不始末から

火事を起こしてしま

う。危険を乗り越えな

がら、絆を育む兄弟の

成長物語。 

夏のあそびとおもいがち

な水あそび、著者が 30 年

間にわたって、子どもたち

と紡いできた水にかかわる

あそびを紹介。 

子どもたちと一緒に、水

の面白さを楽しめる。 

 かいじゅうたちのいるところ 
モーリス・センダック/さく 

じんぐうてるお/やく  冨山房 
 

世界中の子

どもたちをひ

きつけてやま

ないセンダッ

クの代表作。 
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